
 

 

 

  
下坂厚氏は 46歳のときに若年性アルツハイマー型認知症と診断されました。「人生が終わった」

というくらいの深い絶望を味わい、生きる気力もなくす中、人との出会いが人生を変えてくれた

といいます。高校生の頃から趣味として続けてきた写真を SNSで発信しながら、認知症の啓蒙

活動を続けている下坂厚氏にご自身の体験談を交えながら若年性認知症についてご講演いただき

ます。介護・医療従事者のみならず、多方面からのご参加をお待ちしております。 

 

                                  

                                        一般参加者用                   

令和 5 年 第 15 回 一般社団法人京都府介護福祉士会 定期総会 

 

《 問い合わせ先：一般社団法人京都府介護福祉士会 》 
〒604-0874 京都市中京区竹屋町通烏丸東入清水町 375 ハートピア京都 6階 （担当 小林） 

TEL：075-708-6461  FAX：075-708-6462  ＜申込締切 6/15(木)＞ 

京都府介護福祉士会事務局宛  ※切り離し不要 A4サイズで送信してください。 

記念講演会 参加申込書 ＜ ＊オンライン（※メールアドレスご記入下さい）   ＊会場  ＞ 

 

メールアドレス（PC受信可能なもの）                              
 

氏名              電話番号                ＜自宅・勤務先・携帯＞ 

       ） 

 

講 師： 若年性認知症当事者 

京都福祉サービス協会職員 写真家 下坂 厚 氏              

 

日 時： 令和 5年 6月 25日（日）13：30 ～ 15：00 

 

場 所： オンライン または 会場（ハートピア京都 3階大会議室）  

 

参加費： 無料 （介護福祉士以外の職種も参加可能です） ＊＊講師プロフィール＊＊ 

1973年 6月生まれ。2019年 8月に若年性アルツハイマー認知症と診断を受ける。 

大手鮮魚店で勤務の後、友人と会社を立ち上げる。  

しかし、病気が発覚後、仲間に迷惑をかけたくない思いから会社を退職、絶望の気持ちであった。 

認知症初期集中支援チームを通じて西院デイサービスを紹介され、現在はケアワーカーとして正職員で勤務。 

今の自分だからこそできること、発信することを模索しつつ社会的活動を開始している。 

昔は写真家であり、自身の Instagramの写真は圧巻である。 

 


